




§１ ロータリーの中核的価値観



今日の世界は、1905年の世界と
同じではありません。
人口動態が変わり、

変化のスピードが加速し、
テクノロジーによって

つながりや奉仕の新たな機会が
生み出されています。



不変なのは、
ロータリーを定義づける
下記の価値観に対する

ニーズです。



過去を敬い、未来を見据えながら、

私たちは進化を遂げ、

ロータリーを
時代に即した組織とするだけでなく、

繁栄させること
ができます。



ロータリーの中核的価値観 
ROTARY’S CORE VALUES 

FELLOWSHIP  親  睦 

INTEGRITY   高潔性 

DIVERSITY   多様性 

SERVICE  奉 仕 

LEADERSHIP  リーダーシップ 



§２ ガイ・ガンデカーのFellowship



● Ｇｕｙ Ｇｕｎｄａｋｅｒ 

  １９１６-１７年度 国際ロータリー副会長 

  １９２３-２４年度 国際ロータリー会長 

  同年、関東大震災に対し義損金２５，０００ドル 
 

  引用文は、１９１６年に『The Rotarian』誌に連載(４回)され、後に 

『A Talking Knowledge of Rotary』としてまとめられた文の一節 

       （邦訳書名 『ロータリー通解』 小堀憲助氏／田中毅氏） 



He Profits Most
Who Serves
Best

Service,
Not Self





『会員に対するロータリークラブの義務と責任』

よい親睦とは、必ずしも

ロータリーの肝心肝要の部分

ではありません。



しかし、
ロータリーという組織が
根を下ろし 枝葉を伸ばすために、

よい親睦は 最高の土壌
といえます。



『よい親睦』 は

次の７項目によって

証明されます。



１． 心のこもった握手

２． ファーストネームで呼び合うこと



３．合唱

指揮：ハリー・リーラグルス(1943年)



５． ロータリアン同士のこころづかい

４．ちょっとした おどけた しぐさ

・ボクシングごっこ
ポール対ラグルス(1943年)



６． クラブ会長、仲間のロータリアン、
ゲストに対する礼儀正しさ



７． 成熟したビジネスマンを

特徴付けるような

紳士的な態度と思いやり



§３ Fellowshipの生まれるとこ
ろ



『ザ ナショナル・ロータリアン』誌
１９１１年１月 創刊号



ロータリーは、
ロータリアンを支援するだけではなく、
ロータリアンが他者に対して支援す
る機会を紹介しています。

「The Golden Rule of Business(ビジネスの黄金律)」



利己主義に対立する概念は

利他主義です。

The antithesis of egoism is 
altruism．



真のロータリー精神は、
仲間の会員からどれだけ
利益を得ることができるか
という利己的なものでは
ありません。



仲間の会員のために
どれだけ利益を与えること
ができるか
という利他的な精神です。。



ここから、
商取引においてしばしばみられる

利己的で愚かな関係
ではなく、





場所不明(1940年)



§４ ２０３０年に向けて
－ ロータリー未来形成委員会 －





背景

１．多様性、公平さ、開放性

２．プログラムを他の地域でも共有することの必要性

３．指導者的な地位に立つ者が負う責任や義務

４．ロータリーの行動計画



＊大まかにいうと
１．世界区分がかわる

● 世界：３４ゾーン
⇒２０地域 (リージョン)

● 日本： ３ゾーン
⇒ １地域 (リージョン)



＊大まかにいうと

２地区がかわる ①：

世界 ５２４地区
⇒１８７３セクション）

日本 ３４地区
⇒ １０２セクション



日本
・ ガバナー

３４人／任期１年
↓
・ 地域カウンシル

１０２人／任期３年

＊大まかにいうと

２地区がかわる ②：



・国内２２３７クラブ

⇒ １０２セクションにまとめられる

（1セクション＝２０～３０クラブ）

＊大まかにいうと
３クラブが変わる ①：



・セクショナルリーダー

１０２人／任期２年

・ローターアクトクラブの参加

・非ロータリアンの参加

＊大まかにいうと
３クラブが変わる ②：





§５ 多様性・公正さ・開放性
Diversity, Equity, Inclusion



2019年、ロータリー理事会は、
多様性、公平性、開放性に関する声明を
採択しました。

さまざまな視点やアイデアを持つ人々を歓迎することで、
世界中の地域社会に永続的な変化をもたらすために
行動を起こすロータリーの能力が高まることを
認識しています。



多様性、公平さ、開放性に関するRI理事会の声明：

ロータリーは、 持続可能な変化を生むために
人びとが手を取りあって行動する世界を目指す
グローバルネットワークとして、
多様性を重んじ、 年齢、民族、人種、肌の色、
能力、宗教、社会的地位、
文化、性別、性的指向、性自認にかかわらず、
あらゆる背景をもつ人の貢献を称える。

ロータリーは、
少数派グループが会員およびリーダーとして参加できる機会が多く存在する
多様で、公平で、開放的な文化を育む。

多様性、公平さ、開放性を最優先とすることは、会員と職員を含む全員の責務です。



多様性（ダイバーシティ）
ロータリーは、あらゆる背景をもつ幅広い文化、
経験、アイデンティティの人を歓迎します。



公平さ（イクォーリティ）
ロータリーは、クラブ会員の公平な扱いと機
会の均等を保つように努めています。



開放性（インクルージョン）
ロータリーは、あらゆる人が歓迎されていると感じ、
尊重され、会員として大切にされるクラブの環境
づくりに力を注いでいます。





基本理念：100年以上にわたり、私たちは
ロータリーの価値観と伝統をあらわす基本理
念にしたがって行動してきました。

「四つのテスト」
「ロータリーの目的」
「５大奉仕部門」 は、

私たちの中核的価値観を
あらわしていま

す。









§１ ロータリーの中核的価値観



ロータリーの中核的価値観

今日の世界は、

1905年の世界と同じではありません。

人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
テクノロジーによってつながりや

奉仕の新たな機会が生み出されています。

不変なのはロータリーを定義づける

共通の価値観に対するニーズです。



過去を敬い、未来を見据えながら、
私たちは進化を遂げ、

ロータリー時代に即した組織と
するだけでなく、

繁栄することができます。



ロータリーの中核的価値観 
ROTARY’S CORE VALUES 

FELLOWSHIP  親  睦 

INTEGRITY   高潔性 

DIVERSITY   多様性 

SERVICE  奉 仕 

LEADERSHIP  リーダーシップ 



§２ ガイ・ガンデカーのFellowship



● Ｇｕｙ Ｇｕｎｄａｋｅｒ 

  １９１６-１７年度 国際ロータリー副会長 

  １９２３-２４年度 国際ロータリー会長 

  同年、関東大震災に対し義損金２５，０００ドル 
 

  引用文は、１９１６年に『The Rotarian』誌に連載(４回)され、後に 

『A Talking Knowledge of Rotary』としてまとめられた文の一節 

       （邦訳書名 『ロータリー通解』 小堀憲助氏／田中毅氏） 
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Best

Service,
Not Self





会員に対する
ロータリークラブの義務と責任

よい親睦とは、必ずしもロータリーの肝心肝要の
部分ではありません。
しかし、よい親睦は、ロータリーという組織が
根を下ろし 枝葉を伸ばすためには、最高の土壌
といえます。
よい親睦は次のものによって証明されます。



１． 心のこもった握手

２． ファーストネームで呼び合うこと
３． 合唱 

４． ちょっとしたスタンツ 

５． ロータリアン同士が示す心遣い 

７． 成熟したビジネスマンを特徴付けるような
紳士的な態度と思いやり

６． クラブの会長や、仲間のロータリアン、

ゲストに対する礼儀正しさ



§３ Fellowshipの生まれるとこ
ろ



『Ｔｈｅ Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｒｏｔａｒｉａｎ』
１９１１年１月創刊、のちの『Ｔｈｅ Ｒｏｔａｒｉａｎ』誌



利己主義に対立する概念は利他主義です。

ロータリーは、

ロータリアンを支援するだけではなく、

ロータリアンが他者に対して支援する機会を
紹介しています。

「The Golden Rule of Business(ビジネスの黄金律)」



真のロータリーの精神は、 

仲間の会員からどれだけの利益を得ることがで

きるかを考える利己的な精神ではなく、 

仲間の会員のためにどれだけの利益を与える

ことができるかと考える利他的な精神です。 

ここから、 

商取引でよくある利己的で愚かな関係ではなく、 

より高い次元で友情と親睦 (friendship and 

fellowship) が生み出されます。 



§４ ２０３０年に向けて
－ ロータリー未来形成委員会 －





背景

１．多様性、公平さ、開放性

２．プログラムを他の地域でも共有することの必要性

３．指導者的な地位に立つ者が負う責任や義務

４．ロータリーの行動計画



•ガバナー、ガバナー補佐がなくなり、

•世界を言語・文化等で２０-３０の地域に分け、

•地区を無くし、

•クラブの選挙で選ばれる３年任期の地域カウンシルを
置き、

•その下に２５-３０のクラブでセクションを作り、

それを支援する２年任期のセクショナルリーダーを

置く という改革案です。

＊大まかに言いますと、



§５ 国際ロータリー２７３０地区



ロータリアンは、
急激な変化を機会として
とらえ、
ロータリーを中核的価値
観に即したものにします。

ホルガー・クナークRI会長はいう

2020年1月20日
国際協議会



井福博文2020-21年度ガバナーエレクト
変えるべき事は変え、
変えてはならない事は堅持

し、
変化に適応するクラブ作り

をしましょう。

変化はロータリーが生きてい
る証です。 (『月信』７月号）



●「ロータリーの基本」とは
⇒ロータリーの価値観を守ること

●「変化に対応する」とは
⇒ あらゆるレベルでの組織強化

山下晧三 地区戦略計画委員会委員長

と定義をして、





クラブが将来に「こうありたい」と
いうビジョンを描き、それに沿った
目標と行動計画を立てるのが「戦略
計画」です。「戦略計画立案ガイ
ド」を活用しましょう。

と、述べ、そして、



リーダーは、全ての人がその
夢の実現を信じて疑わなくな
るまで夢を語り続けることが
大切であります。

(『月信』１月号)

ビジョンをもつリーダーの意義を語る。



2019年、ロータリー理事会は、
多様性、公平性、開放性に関する声明を
採択しました。

さまざまな視点やアイデアを持つ人々を歓迎することで、
世界中の地域社会に永続的な変化をもたらすために
行動を起こすロータリーの能力が高まることを
認識しています。



ロータリーは成人教育の最もすぐれた
実験場である

ロータリーの第一の目的は親睦と奉仕
を通して人を育てることである。

クラブの価値は、そのクラブがいかな
る人材を育てたかによって計られる。

それ以外の何があるであろうか。

1974-75年度 RI会長

ウイリアム.R.ロビンス

● ロータリーの精神を振い起こせ





ビジョンのない行動は浪費であり、

行動のないビジョンは単なる夢で
ある。

ビジョンのある行動は

世界に希望をもたらす。

1996-97年度ＲＩ会長 ルイス・ビセンテ・ジア
イ

築け未来を 行動力との眼で




